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問
　
災
害
発
生
時
は
、
命
を
守

る
対
応
が
ま
ず
大
事
で
あ
る
と

分
か
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
市

民
が
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を

行
う
体
制
が
つ
く
れ
な
い
か
。

防
災
危
機
管
理
部
長
　
防
災
講

話
を
年
に
数
回
行
い
、
今
年
度

の
総
合
防
災
訓
練
で
は
、
自
宅

で
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
を
し

て
か
ら
避
難
所
に
来
る
と
い
う

訓
練
も
実
施
し
た
。
こ
れ
ら
を

実
施
し
て
啓
発
し
た
い
。

問
　
熊
本
地
震
で
は
直
接
死
の

４
倍
以
上
の
人
が
災
害
関
連
死

で
亡
く
な
っ
て
い
る
。
避
難
所

運
営
の
在
り
方
を
追
求
す
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

市
長
　
関
連
死
の
多
く
は
、
避

難
生
活
に
よ
る
疲
労
や
精
神
的

ス
ト
レ
ス
で
体
調
を
崩
し
た

り
、
病
院
の
機
能
低
下
で
病
気

を
悪
化
さ
せ
た
り
す
る
こ
と
な

ど
が
原
因
と
な
る
ほ
か
、
車
中

泊
も
指
摘
さ
れ
る
。
本
市
は
地

域
防
災
計
画
に
基
づ
き
、
エ
コ

ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス
症
候
群
の
要
因

に
な
る
車
中
泊
避
難
者
の
早
期

把
握
に
努
め
、
巡
回
指
導
や
水

分
補
給
、
適
度
な
運
動
な
ど
の

周
知
を
実
施
す
る
。
避
難
所
生

活
者
に
は
、
医
療
関
係
者
に
よ

る
健
康
管
理
や
栄
養
管
理
、
メ

ン
タ
ル
ケ
ア
の
実
施
、
感
染
症

対
策
に
よ
っ
て
避
難
所
の
環
境

改
善
を
図
る
。
ま
た
、
各
家
庭

の
事
前
対
策
と
し
て
建
物
の
耐

震
化
や
家
具
の
固
定
、
窓
ガ
ラ

ス
ヘ
の
飛
散
防
止
フ
ィ
ル
ム
、

ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
法
に
よ

る
備
蓄
な
ど
、
被
災
後
も
自
宅

で
生
活
で
き
る
環
境
づ
く
り
を

啓
発
し
、
減
災
に
取
り
組
む
。

問
　
防
災
ラ
ジ
オ
と
感
震
ブ

レ
ー
カ
ー
の
有
償
配
布
の
今
後

の
予
定
を
伺
う
。

市
長
　
防
災
ラ
ジ
オ
は
、
60
歳

以
上
で
携
帯
電
話
な
ど
を
保
有

し
て
い
な
い
人
の
割
合
を
国
の

調
査
か
ら
参
照
し
、
約
１
万
台

の
配
布
を
目
標
と
し
て
い
る
。

今
年
度
は
１
４
１
７
台
を
申
込

者
全
員
に
有
償
配
布
す
る
。
来

年
度
以
降
も
申
込
状
況
を
勘
案

し
進
め
る
。
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー

は
、
平
成
36
年
度
ま
で
に
市
内

全
世
帯
の
20
％
へ
配
布
す
る
目

標
で
進
め
て
い
く
。

問
　
金
目
川
水
系
に
お
け
る
県

と
の
連
携
に
つ
い
て
、
現
状
と

今
後
の
予
定
を
伺
う
。

市
長
　
金
目
川
で
は
、
唐
ケ
原

の
ガ
ー
デ
ン
ホ
ー
ム
ズ
前
の
堤

防
整
備
に
向
け
た
住
民
説
明
会

を
県
と
市
で
連
携
し
て
行
っ
て

い
る
。
ま
た
、
河
川
の
水
位
上

昇
な
ど
に
よ
り
内
水
被
害
が

あ
っ
た
箇
所
に
つ
い
て
、
流
下

断
面
の
確
保
や
浚し

ゅ
ん
せ
つ渫

を
行
う
よ

う
に
県
に
申
し
入
れ
た
。
今
年

度
は
鈴
川
や
渋
田
川
で
浚
渫
な

ど
が
行
わ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

問
　
浚
渫
は
来
年
度
の
夏
ま
で

に
ど
の
く
ら
い
で
き
る
の
か
。

土
木
部
長
　
今
年
度
、
渋
田
川

で
は
、
鈴
川
と
の
合
流
点
か
ら

上
流
に
向
か
っ
て
浚
渫
を
１
か

所
行
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、
同

じ
く
合
流
点
か
ら
鈴
川
側
の
上

流
の
と
こ
ろ
を
浚
渫
す
る
と
確

認
し
て
い
る
。
鈴
川
で
は
、
寺

田
縄
の
東
橋
よ
り
上
流
側
も
浚

渫
す
る
予
定
で
あ
る
。
来
年
度

は
、
金
目
川
と
河
内
川
の
合
流

点
か
ら
金
目
川
本
線
の
浚
渫
を

依
頼
し
た
。
ま
た
、
豊
田
打
間

木
排
水
路
が
流
れ
出
る
渋
田
川

の
渋
田
大
橋
の
上
流
側
と
下
流

側
に
堆
積
が
あ
り
、
そ
の
浚
渫

も
依
頼
し
た
。
今
後
も
積
極
的

に
行
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
県
に

要
望
し
た
い
。

問
　
大
規
模
停
電
時
、
本
市
関

係
施
設
の
対
策
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。

市
長
　
防
災
拠
点
と
な
る
市
庁

舎
本
館
及
び
市
民
病
院
で
は
、

非
常
用
自
家
発
電
機
に
よ
り
72

時
間
の
電
力
供
給
が
可
能
と

な
っ
て
い
る
。
市
民
病
院
で
は

入
院
患
者
を
受
け
入
れ
た
状
況

で
院
内
を
停
電
さ
せ
、
非
常
用

自
家
発
電
装
置
を
稼
働
さ
せ
て

電
気
を
送
電
す
る
設
備
点
検
を

年
１
回
実
施
し
て
い
る
。

▼
こ
の
ほ
か
の
質
問
　
平
成
31

年
度
予
算
編
成
方
針　

障
が
い

者
福
祉
施
策
に
つ
い
て

湘
南
フ
ォ
ー
ラ
ム

多
発
す
る
超
大
型
自
然
災
害

地
震
水
害
か
ら
生
き
残
る
た
め
に

内
堀 

祐
一 

議
員

問
　
成
熟
社
会
の
下
、
押
し
寄

せ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
波
や
本

格
的
に
迎
え
る
人
口
減
少
・
超

高
齢
社
会
に
対
応
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
厳
し
い
財
政
状
況

と
向
き
合
い
な
が
ら
厳
し
い
時

代
に
対
応
で
き
る
新
た
な
地
域

政
策
が
求
め
ら
れ
る
が
、
見
解

を
伺
う
。

企
画
政
策
部
長
　
人
口
減
少
社

会
で
は
、
量
か
ら
質
へ
の
転
換

が
求
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
限

ら
れ
た
資
源
を
よ
り
有
効
に
活

用
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

政
策
の
実
行
に
当
た
っ
て
は
、

各
部
署
が
連
携
し
、
広
く
民
間

の
力
を
活
用
し
て
取
り
組
む
こ

と
も
重
要
で
あ
る
。

問
　
従
来
と
少
し
違
う
発
想
で

事
業
を
展
開
す
る
こ
と
が
、
市

民
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
取
り
組

み
と
な
る
の
で
は
な
い
か
。

市
長
　
変
化
が
激
し
い
時
代
の

中
で
、
こ
れ
ま
で
の
手
法
や
考

え
方
だ
け
で
地
域
づ
く
り
、
地

域
政
策
を
進
め
て
い
く
の
は
難

し
い
。
各
地
域
に
特
徴
が
あ

り
、
歴
史
が
あ
り
、
文
化
が
あ

る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
機
能

す
る
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
で

あ
る
。

寺
子
屋
へ
の
支
援
は

問
　
寺
子
屋
は
、
経
済
的
事
情

や
家
庭
環
境
の
事
情
に
よ
り
家

庭
学
習
が
十
分
行
い
づ
ら
い
子

供
や
学
び
た
く
て
も
環
境
が
な

い
子
供
を
対
象
に
、
地
域
の
大

人
た
ち
が
無
償
で
学
習
機
会
を

提
供
し
て
い
る
。
今
後
ど
の
よ

う
に
フ
ォ
ロ
ー
す
る
の
か
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長
　
庁
内
組

織
の
子
ど
も
・
子
育
て
推
進
会

議
に
お
い
て
、
ど
う
下
支
え
を

し
て
い
く
か
検
討
し
て
い
る
。

現
在
市
内
の
学
習
支
援
団
体
へ

の
視
察
や
、
他
自
治
体
の
情
報

収
集
に
努
め
て
い
る
。

避
難
行
動
要
支
援
者 

登
録
制
度
の 

取
り
組
み
に
つ
い
て

問
　
災
害
時
に
近
所
同
士
な
ど

で
の
助
け
合
い
は
大
切
で
あ
る

と
思
う
。
ど
の
よ
う
な
課
題
が

あ
り
、
本
市
は
ど
の
よ
う
な
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

防
災
危
機
管
理
部
長
　
課
題
と

し
て
は
、
名
簿
情
報
が
自
治
会

内
で
共
有
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

や
、
支
援
す
る
側
で
あ
る
自
治

会
の
役
員
が
支
援
対
象
者
要
件

に
も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
な
ど

が
あ
る
。
地
域
か
ら
は
、「
向

こ
う
三
軒
両
隣
」
を
生
か
し
た

制
度
設
計
に
す
べ
き
と
の
意
見

も
あ
る
。
名
簿
情
報
の
共
有
に

つ
い
て
は
、
個
人
情
報
を
自
治

会
へ
提
供
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
登
録
者
本
人
か
ら
同
意
を

と
っ
て
い
る
こ
と
を
説
明
し
、

必
要
な
範
囲
で
名
簿
情
報
を
共

有
し
て
も
ら
う
よ
う
働
き
掛
け

て
い
る
。

▼
こ
の
ほ
か
の
質
問
　
平
塚
市

の
地
球
温
暖
化
対
策
に
つ
い
て

来
る
べ
き
時
代
の
地
域
政
策
は

府
川 

正
明 

議
員

総務経済
　議案７案件は全て原案どおり可
決又は承認すべきものと決定しま
した。
○議案第79号　平塚市行政手続に
おける特定の個人を識別するため
の番号の利用等に関する条例の一
部を改正する条例
　今回の改正により個人番号の
利用などができる事務に、進学準
備給付金の支給などに関する事務
を加える。このことで、申請者に
どのようなメリットがあるのか。
　情報連携により個人番号を用
いて照会することが可能になるの
で、申請手続きの際に、自治体な
どが発行する税の証明書などの提
出が不要となる。利便性が向上す
ることがメリットである。

○議案第80号　平塚市市税条例等
の一部を改正する条例
　今回の改正で法人市民税の法
人税割の税率を引き下げる。税収
減額の影響をどう考えているか。
　減額分は、地方交付税の原資
になると聞いているが、まだ詳細
は示されていない。これからの国
の情報に注視していきたい。
○議案第83号　指定管理者の指定
について〔平塚市勤労会館〕
　勤労会館の指定管理者に何者
の応募があったのか。
　申請団体は１者である。
　なぜ応募が１者しかない状況
であったのか。
　説明会には15者参加している
が、金額的に大変厳しい部分があ
り、１者しか申請がなかったので
はないかと考えている。

都市建設
　議案５案件は全て原案どおり可
決又は承認すべきものと決定しま
した。
○議案第82号　平塚市都市公園条
例の一部を改正する条例
　総合体育館の武道場に設置す
る冷暖房設備の使用料を定める
が、１時間当たり市内利用者で
500円としている根拠を伺う。
　電気代などのランニングコス
トを計算すると約500円になった
ためこの金額としている。
○議案第85号　指定管理者の指定
について〔平塚市営住宅及び共
同施設〕
　サービス向上は一番大事であ
ると思うが、市営住宅における
サービス向上の考え方を伺う。

　公営住宅の性質上、住宅困窮
者や障がいのある人などが住んで
いる。このような人たちに配慮し
た管理・運営をすること、また、
このような人たちの声を聴きなが
ら、心情に寄り添った対応をする
ことであると認識している。
　福祉的観点がより強く求めら
れる施設の指定管理者を選ぶとき
に、効率的な管理運営の取り組み
やコスト縮減に向けた提案に評価
点が大幅に高くなる統一フォー
マットを使用することを見直す必
要があるのではないか。
　審査点について、これまでも
地域性の重視など、いろいろな議
論があり、その都度必要な修正を
加えてきた。今回の意見を踏まえ
て庁内議論をしっかりとしていき
たい。

常任委員会の審査概要 今定例会に上程された議案は所管の常任委員会に付託して審査しました。
主な質疑を紹介します。

小泉 春雄 議員

出村 光 議員

所 属 議 員
湘南フォーラム

市議会に関する
情報はこちら
から。

市 議 会
ホームページ


